
 保育・指導案   幼稚園４・５歳児と小学校２年生（図画工作科）の実践から 
 
１ 日 時  平成 21 年９月４日（金） ８：30～９：15 
２ 場 所  幼稚園遊戯室・廊下 
３ 活動のつながり 
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４ 本時の活動 
（１）活動名 「どんどんできる」 
（２）ねらい 
  《幼稚園》 
  ○友達と一緒に工夫しながら、イメージを広げて活動することを楽しむ。 
  《小学校》 
  ○紙や箱などの材料の組み合わせ方を工夫しながら、思いを膨らませて町を作る。 
○友達同士で、思いを聞き合ったり、教え合ったりたりしながら、仲良く協力して活動する。     
（３）展 開 
幼稚園 ○教師の援助・環境 幼児・児童の交流活動 小学校 ○教師の支援◎評価 
○ 活動を十分に広げていけるよ
う、場や空間を確保しておく。 
○ みんなで考えを出し合って作
ろうという思いが高まるような
言葉を掛ける。 
○ 一人一人がイメージをもって
作っている姿を受け止めるとと
もに、それぞれのイメージが共
通になるよう、必要に応じて橋
渡しをしたり、工夫していると
ころを褒めたりして、楽しく活
動を進めていけるようにする。 
○ 友達と一緒にイメージの世界
で遊ぶ姿を見守る。 

 
 
○ 幼児の思いを受け止めるとと
もに、みんなで作り上げた喜び
が味わえるよう言葉を添える。 

 
○ 活動の続きに期待をもちなが
ら、２年生との活動を終えるこ
とができるようにする。 

１ 今日の活動について知る。 
 ・活動のねらい 
・素材や用具、遊具の使い方 

 
 
２ 新聞紙や広告紙、箱、積み木な
どを使って町を作り、遊ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時の活動を振り返る。 
 ・分かったことの発表 
 ・感想発表 
 
４ 片付けをする。 

○ 本時の活動内容や用具等の安
全な使い方を確認し合う。 
○ 地域や町の様子を思い浮かべ
られるような言葉を掛け、自由
に想像できるようにする。 
○ 活動が停滞したときは、友達
の様子に目を向けるなどさせ、
工夫が広がるようにする。 
◎ 組み合わせ方を工夫して作っ
ているか。 
○ 幼児と関わりにくいときは、
教師が具体的に関わり方を知ら
せたり、仲立ちをしたりする。 
◎ 友達と考えを聞き合ったり、
教え合ったりできているか。 

 
○ 分かったことや頑張ったこと
などを発表させ、充実感・達成
感をもたせる。 

 
○ 幼児のために場は残し、自分
たちの用具等を協力して片付け
られるようにする。 

 

製作・積み木 
ブロック・組
み木 

（交流活動） 
「どんどんできる」 
（共通） 
・イメージやアイデ
アを伝え合う。 
・町を作る。 
・できあがった町で
遊ぶ。 
・感想を発表する。 
・片付けをする。 

製作・粘土・ごっこ
遊び・紙を使ったゲ
ーム 

○図工 
「ざいりょう
のへんしん」 
・様々な材料を
使い、イメー
ジした物を
作る。 

○図工 
「ざいりょう
をくみあわ
せて」 
・紙や箱で、
ロボットを
作る。 

町作り 
町ごっこ 

積み木・ブロック 
組み木 

もっと、いろいろなもの
を使って町を広げよう。 

組み合わ
せて作る
の楽しい
な。 

たくさんの友達
と作りたいな。 

いろいろな材
料も使って作
りたいな。 


